
は
じ
め
に

『

大
鏡』

の
語
り
は
三
人
の
人
物
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
語
り
の
中

心
人
物
は
一
九
〇(

流
布
本
系
一
五
〇)

歳
の
大
宅
世
次(

世
継)

で
、

相
方
が
一
七
〇

(

流
布
本
系
一
三
〇)

歳
過
ぎ
の
夏
山
重
木

(

繁
樹)

、

熱
心
な
聞
き
手
が
三
〇
歳
ほ
ど
の
無
名
の
侍
で
あ
る
。
こ
の
内
、
夏
山

重
木

(

繁
樹)

は
、
そ
の
名
前
の
由
来
が
元
服
の
際
に
主
人
藤
原
忠
平

に
よ
っ
て
五
月
生
ま
れ
に
関
連
づ
け
て

｢

重
木

(

繁
樹)｣

と
命
名
さ

れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
名
称
の
持
つ
意
味
は
、
藤
原
忠

平
が
名
付
け
親
で
あ
る
こ
と
と

『

大
鏡』

の
内
容
に
照
ら
し
て
、｢

藤

原
北
家｣

の
繁
栄
に
繋
が
る
名
称
で
あ
ろ
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
が
、

｢

語
り｣

の
中
心
人
物
で
あ
る
大
宅
世
次

(

世
継)

は

主
は
そ
の
御
時
の
母
后
の
宮
の
御
方
の
召
使
、
高
名
の
大
宅
世
次

と
ぞ
言
ひ
侍
り
し
か
な
。

(

使
用
本
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系

『

大
鏡』

。

底
本
は
東
松
了
枩
本
・
六
巻)

と
、
重
木
の
説
明
で

｢

高
名
の
大
宅
世
次｣

と
紹
介
さ
れ
る
も
の
の
、

こ
の

｢

高
名
な｣

が
読
者
の
質
問
を
封
じ
て
説
明
無
用
と
し
て
い
る
た

め
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
含
む
呼
称
で
あ
る
の
か
説
明
も
さ
れ

な
い
の
で
、
読
者
に
と
っ
て
は
判
然
と
し
な
い
が
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

る
し
か
な
い
。『

大
鏡』

の
序
文
に
出
る
重
要
事
項

(

語
彙)

は
、『

大

鏡』

全
体
に
関
わ
る
内
容
を
含
む
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

｢

大

宅
世
次

(

世
継)｣

の
呼
称
も
何
ら
か
の

『

大
鏡』

全
体
に
関
わ
る
名

称
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で
は
作
品
全
体
の
内
容
特
性
と
の
関
わ
り
で

は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
き
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
名
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称
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
こ
に
い
さ
さ
か
の
検
討
を
行
い
た
い

(

１)

。

一

諸
注
釈
書
の

｢

大
宅
世
次

(

世
継)｣

説
明

ま
ず
こ
れ
ま
で
の
注
釈
書
の
説
明

(

頭
注
・
語
釈)

を
列
記
す
る
こ

と
か
ら
始
め
た
い

(

年
代
順)

。

○
王
代
摂
関
の
次
第
を
詳
に
知
た
る
翁
な
れ
ば
、
公
の
世
続
と
い
ふ

な
ら
ん
。
此
物
語
が
た
り
の
作
名
な
り
。(

大
鏡
短
観
抄

大
石

千
引

日
本
文
學
古
註
大
成

国
文
名
著
刊
行
会

昭
和
九
年
九

月
二
〇
日)

○
こ
の
物
語
を
主
と
し
て
話
さ
れ
た
る
翁
の
名
に
て
、
も
と
よ
り
仮

託
の
人
物
な
り
。
さ
て
思
ふ
に
、
大
宅
は
、
公
の
意
味
に
て
、
朝

廷
の
事
を
寄
せ
、
世
継
は
、
御
世
の
継
々
の
意
に
て
、
御
歴
代
の

事
な
り
。
さ
れ
ば
、
朝
家
の
歴
史
と
い
ふ
ほ
ど
の
義
に
て
、
こ
の

翁
の
語
ら
る
ゝ
こ
と
、
や
が
て
、
王
朝
の
歴
史
な
れ
ば
、
し
か
名

付
け
た
る
な
ら
ん
。
か
く
て
今
一
人
の
翁
を
、
夏
山
の
繁
樹
と
い

へ
る
も
、
こ
の
者
、
五
月
に
生
れ
た
る
に
因
み
、
さ
て
夏
山
に
繁

り
さ
か
ゆ
る
藤
浪
の
花
を
、
藤
原
氏
の
栄
華
に
思
ひ
よ
そ
へ
て
、

名
づ
け
た
り
と
も
い
ふ
べ
き
か
。(

大
鏡
詳
解

佐
藤

球

明

治
書
院

昭
和
十
二
年
六
月
一
日)

○
こ
の
物
語
の
中
心
の
話
し
手
に
名
付
け
た
仮
託
の
名
。(

補
注)

大
宅
は
公
、
世
次

(

世
継)

は
世
々
を
次
々

(

継
々)

に
語
る
こ

と
。
従
っ
て
大
宅
世
継
は
朝
廷
の
系
譜
を
骨
子
と
し
て
宮
廷
貴
族

の
歴
史
を
物
語
る
翁
の
意
味
で
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
因

み
に
当
時

｢

世
次｣

(

世
継)

は
仮
名
文
の
歴
史
の
総
名
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。(

日
本
古
典
文
学
大
系

松
村

博
司

大
鏡

一
九
六
〇
年
九
月
五
日

岩
波
書
店)

○｢

大
宅｣

と
い
う
氏
は
実
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
公

(

朝
廷)

の
意
で
、｢

公
の
代
々
の
歴
史｣

の
意
味
を
こ
め
て
い
る
。(

日
本

古
典
文
学
全
集

大
鏡

橘
健
二

昭
和
四
九
年
十
二
月
二
〇
日

小
学
館)

○｢

大
宅｣

は
真
の
姓
で
は
な
く
、
代
々
の
公
向
き
の
歴
史
の
意
を

匂
わ
し
、｢

世
次｣

は
、
そ
れ
を
相
継
い
で
語
る
と
い
う
意
を
匂

わ
し
て
い
て
、
作
者
の
意
図
が
負
わ
さ
れ
て
い
る
。(

大
鏡
全
評

釈

上
巻

保
坂
弘
司

昭
和
五
四
年
一
〇
月
二
〇
日

學
燈

�)
○｢
大
宅｣

は
公
で
、
天
皇
・
皇
室
も
し
く
は
朝
廷
を
さ
し
、｢

世
継｣

は
世
代
継
承
で
系
譜
の
義
。
但
し
、
こ
の
姓
名
は
本
名
で
は
な
く
、
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世
間
で
そ
う
呼
ん
だ
通
名
・
綽
名
で
あ
ろ
う
。(

新
潮
日
本
古
典

集
成

大
鏡

石
川
徹

新
潮
社

平
成
元
年
六
月
二
十
五
日)

○｢
大
宅｣

姓
は
実
在
し
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
は

｢

公
お
ほ
や
け｣

(

朝
廷)
を
表
し
、｢

世
次

(

継)｣

の
名
と
と
も
に

｢

公
の
代
々

の
歴
史｣

の
意
味
を
こ
め
た
。
こ
れ
か
ら
歴
史
語
り
を
す
る
中
心

人
物
。(

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

大
鏡

橘
健
二
・
加
藤
静

子

一
九
九
六
年
六
月
二
〇
日

小
学
館)

○
大
宅
は
、
天
皇
や
皇
室
を
さ
す
。
世
継
と
は
、
世
代
継
承
で
、
系

譜
の
意
味
。
代
々
の
系
譜
を
語
り
継
ぐ
人
で
、
あ
だ
名
で
あ
る
。

(

大
鏡
全
注
釈

河
北

騰

平
成
二
〇
年
一
〇
月
一
〇
日

明

治
書
院)

こ
れ
ら
の
説
明
は
ほ
ゞ
同
じ
内
容
で
、｢

朝
廷
の
代
々
の
歴
史
を
語

る
人
物
の
呼
称｣

の
意
味
で
解
釈
す
る

(

他
の

『

大
鏡』

関
係
書
も
略

同
じ)

。
但
し
、『

大
鏡』

で
語
ら
れ
る
内
容
が
藤
原
北
家
の
歴
史
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
て
、｢

帝
の
歴
史｣

の
み
な
ら
ず

｢

宮
廷
貴
族
の
歴

史｣

の
意
味
に
重
ね
る
解
釈
も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
覧
す
る

に
、
早
く
の
注
釈
書
に
は
、『

大
鏡』

の
中
心
的
内
容
が
藤
原
北
家
の

歴
史
で
あ
る
こ
と
と
、
語
り
の
中
心
人
物
の
姓

｢

大
宅｣

が
繋
が
り
に

く
い
こ
と
に
戸
惑
い
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
近
時
の
注
釈
書

は
そ
の
戸
惑
い
か
ら
脱
し
て

｢

公
＝
帝｣

の
系
譜
、
あ
る
い
は
い
さ
さ

か
曖
昧
な
形
で

｢

代
々
の
歴
史｣

の
意
味
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、｢

お
ほ
や
け
＝
帝｣

の
意
味
あ
る
い
は

｢

代
々
の
歴
史｣

の
意
味
で
は

『

大
鏡』

序
文
の
主
旨
と
は
矛
盾
を
来
す
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
序
文
及
び
大
臣
列
伝
序
文

(

後
一
条
帝
紀
末)

で
は
世
次

(

世

継)

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

○
ま
め
や
か
に
世
次
が
申
さ
む
と
思
ふ
事
は
、
こ
と
事
か
は
。
た
だ

今
の
入
道
殿
下
の
御
有
様
の
、
世
に
す
ぐ
れ
て
お
は
し
ま
す
事
を
、

道
俗
男
女
の
お
前
に
て
申
さ
む
と
思
ふ
が
、
い
と
事
多
く
な
り
て
、

あ
ま
た
の
帝
王
・
后
、
ま
た
、
大
臣
・
公
卿
の
御
上
を
続
く
べ
き

な
り
。(

序
文)

○
帝
王
の
御
次
第
は
、
申
さ
で
も
あ
り
ぬ
べ
け
れ
ど
、
入
道
殿
下
の

御
栄
華
も
何
に
よ
り
開
け
た
ま
ふ
ぞ
と
思
へ
ば
、
ま
づ
、
帝
・
后

の
御
有
様
を
申
す
な
り
。(

後
一
条
帝
紀)

こ
の
よ
う
に
、
世
次

(

世
継)

は
道
長
の
栄
華
の
よ
っ
て
来
た
る
所

以
を
語
る
の
が
目
的
で
、｢

帝
王
の
代
々
の
歴
史｣

を
語
る
の
が
目
的

で
は
な
い
と
明
言
し
て
い
る

(

２)

。
従
っ
て
、｢

大
宅｣

の
意
味
は

｢

公｣

の
意
味
と
は
別
様
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。
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二

｢

お
ほ
や
け｣

の
用
例
・
用
法
、

藤
原
氏
と
大
宅
氏

次
に

『

大
鏡』
中
の

｢

お
ほ
や
け｣

の
語
の
使
用
実
態
を
見
て
い
き

た
い
。(

以
下
、
用
例
検
索
は
秋
葉
安
太
郎

『

大
鏡
の
研
究

上
巻

本
文
篇』

に
拠
る
。)

○｢

お
お
や
け｣

の
用
例

(『
大
鏡』

・
道
真
左
遷
記
事

(

時
平
伝)
―
幼
く
お
は
し
け
る
男
君
女
君
し

た
ひ
泣
き
て
お
は
し
け
れ
ば
、
小
さ
き
は
あ
え
な
ん
と
お
ほ
や

け
も
ゆ
る
さ
せ
給
ひ
し
ぞ
か
し
。(

醍
醐
天
皇)

・
時
平
伝
―
た
だ
今
の
北
野
宮
と
申
し
て
あ
ら
人
神
に
お
は
し
ま

す
め
れ
ば
、
お
ほ
や
け
も
行
幸
せ
し
め
給
ふ
。(
醍
醐
天
皇)

・
忠
平
伝
―
お
ほ
や
け
の
勅
宣
う
け
た
ま
は
り
て
定
め
に
参
る
人

と
ら
ふ
る
は
何
者
ぞ
。(

帝
王)

・
師
輔
伝
―
地
下
な
ど
お
ぼ
し
め
し
は
ば
か
ら
せ
給
ふ
ま
じ
、
行

く
末
に
も
お
ほ
や
け
に
何
事
も
つ
か
ふ
ま
つ
ら
ん
に
た
へ
た
る

者
に
な
ん
。(

藤
原
行
成
を
源
俊
賢
が
一
条
帝
に
推
挙)

・
道
隆
伝
―
お
ほ
や
け

(

藤
原
隆
家
を)

大
臣
大
納
言
に
も
な
さ

せ
給
ひ
ぬ
べ
か
り
し
か
ど
、(

一
条
天
皇)

こ
れ
ら
の
他
、｢

お
ほ
や
け
物
―
三
条
院)

(

三
条
帝
紀)

｢

お
ほ
や

け
事｣
(

師
尹
伝)

、｢

お
ほ
や
け
様
の
公
事
作
法｣

(

道
長
伝)

な
ど
天

皇
個
人
を
指
さ
な
い
用
例
も
あ
る
が
、
大
方
は

｢

帝
王｣

を
指
す
こ
と

が
多
い
。
こ
れ
ら
用
例
の
実
態
か
ら
し
て
も

｢

お
ほ

(

お)

や
け
の
よ

つ
ぎ｣

を

｢

公

(

帝
王)

の
系
譜｣

と
理
解
す
る
の
は
、｢

帝
紀｣

に

一
巻
し
か
当
て
て
い
な
い

『

大
鏡』

の
実
態
と
も
齟
齬
を
来
す
。

因
み
に
、
語
り
手

｢

大
宅
世
次

(

世
継)｣

は
一
九
〇

(

一
五
〇)

歳
の
超
老
人
で
所
謂

｢

翁
語
り｣

で
あ
る
。
翁
語
り
の

｢

古
老｣

は
、

古
く
は

｢

問
ふ
国
郡
旧
事
、
古
老
答
曰｣

(『

常
陸
国
風
土
記』)

、｢

古

老
伝
云｣

等
、
こ
の

｢

古
老｣

は
記
憶
力
に
優
れ
た
語
部
の
こ
と
で
は

な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
古
い
言
い
伝
え
そ
の
も
の
を
さ
す
よ
う
で
あ

る
が

(

３)

、
こ
れ
が
語
り
部
で
あ
る
場
合
で
も
無
名
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

中
で
語
り
手
の
名
を
記
す
の
は
、
記
憶
力
に
優
れ
た
語
り
部
と
し
て
は

『

古
事
記』

の

｢

稗
田
阿
礼｣

が
名
高
い
。『

古
事
記』

は
平
安
時
代
に

あ
っ
て
は

｢

秘
書｣

扱
い
さ
れ
て
い
る

(『

明
衡
往
来』)

が
、
日
本
紀

講
の
講
義
録
日
本
紀
私
記
に
は
古
語
の
用
例
根
拠
と
し
て

『

古
事
記』

が
度
々
引
用
さ
れ
て
い
る
。
確
か
な
繋
が
り
は
認
定
し
難
い
が
、｢

六

国
史｣

か
ら
の
連
続
を
意
識
し
て
い
る
ら
し
い
編
年
体
記
述
の

『

栄
花
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物
語』

に
対
し
て
、
紀
伝
体
を
採
用
し
て
い
る

『

大
鏡』

は
、
多
く
の

先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
記
述
者
と
は
別
に

｢

語
り
手｣

を
具
体
的
に

設
定
す
る
紀
伝
体
の

『

古
事
記』

の
ス
タ
イ
ル
を
継
承
し
て
、
語
り
手

に
あ
る
意
図
を
も
っ
て

｢

大
宅
世
次｣

と
い
う
具
体
的
な
名
前
を
付
け

る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、『

大
鏡』

の
作
品
内
の
具
体
的
な
記
述
か
ら
は
、
語
り
手
の

｢

氏

(

姓)｣

が
何
故

｢

大
宅｣
と
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
に
し
難
く
、

ま
た

｢

語
り
の
現
在
時
万
寿
二
年｣
当
時
、
藤
原
道
長
の
高
野
詣
に
随

従
し
た
右
衛
門
権
少
尉
大
宅
高
平

(『
御
堂
関
白
記』

治
安
三
年

(

一

〇
二
三)

、
万
寿
元
年

(

一
〇
二
四)

右
大
史
、
翌
年
左
大
史
と
な
り

政
務
に
活
躍
し
た
大
宅
恒
則(『

小
右
記』

治
安
三
年
四
月
二
十
三
日
・

『

官
史
補
任』)

等
、
藤
原
氏
と
関
わ
り
あ
り
そ
う
な
人
物
は
い
る
も
の

の

(

阿
部
猛

『

日
本
古
代
史
人
名
辞
典』

東
京
堂
出
版)
、｢
大
宅
氏｣

が
平
安
時
代
中
期
に
藤
原
氏
と
ど
の
よ
う
に
密
接
特
別
な
関
係
に
あ
っ

た
か
を
知
る
の
も
史
料
的
に
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
上
代
ま
で
遡
っ
て

｢

大
宅
氏｣

が
地
域
的
に
藤
原
氏
と
ど
う
関
わ
る
の
か
次
に
検
討
し
た

い
。

三

｢

大
宅
氏｣

と

｢

山
科｣

と

｢

藤
原
鎌
足｣

平
安
時
代
初
中
期
の

『

延
喜
式』

や

『

倭
名
類
聚
抄』

に
は
山
城
国

宇
治
群
山
科
郷
に
地
名
の

｢

大
宅｣

や
氏
名

｢

大
宅｣

を
見
い
だ
す
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
先
学
に
よ
っ
て

『

新
撰
姓
氏
録』

に
そ
の
氏
名
の

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、『

新
撰
姓
氏
録
の
研
究

考
證
篇

第
二』

(

佐
伯
有
清

吉
川
弘
文
館

昭
五
十
七)

に
拠

り

｢

藤
原
氏｣

と
関
係
あ
る
部
分
を
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

【
一
八
六
―
一
九
〇
】
大
宅
。
小
野
朝
臣
と
同
じ
き
祖
。

大
宅

大
宅
の
氏
名
は
、
後
の
大
和
国
添
上
郡
大
宅
郷

(

奈
良

市
古
市
町
付
近)

の
地
名
に
も
と
づ
く
。
本
条
の
大
宅
氏
は
山
城

国
宇
治
郡
山
科
郷
大
宅

(

京
都
市
東
山
区
山
科
大
宅)

の
地
を
本

拠
と
し
て
い
た
。
ま
た
山
城
国
紀
伊
郡
に
も
大
宅
氏
は
居
住
し
て

い
た
。

右
書
に
拠
れ
ば
、
大
宅
氏
の
一
族
に
は
宇
治
郡
山
科
郷
の
人
と
し
て

大
宅
豊
宗(

康
保
元
年
十
二
月
十
三
日
付｢

醍
醐
寺
牒
案『

平
安
遺
文』

一
―
四
一
〇)

以
下
、
上
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
多
く
の
人
名

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

61



現
在
も
地
名
の
残
る
京
都
市
山
科
区
大
宅
は
、
上
代
か
ら
平
安
時
代

に
か
け
て

｢

大
宅
氏｣

の
本
拠
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た

『
大
日
本
地
名
辞
書』

は
山
科

(

大
宅)

と
中
臣

(

藤
原)

鎌
足

と
の
繋
が
り
を
次
の
ご
と
く
紹
介
す
る
。

山
階
寺
址

藤
原
の
祖
中
臣
鎌
足
創
建
し
、
其
子
不
比
等
之
を
大

和
国
に
移
し
廐
坂
寺
又
興
福
寺
と
曰
、
実
に
藤
原
氏
の
氏
寺
た
り
、

名
勝
志
に
、
旧
跡
山
科
椥
辻
村
三
宮
明
神
辺
と
も
又
小
野
村
に
興

福
寺
橋
の
字
存
す
と
も
云
ふ
。
椥
辻
は
大
宅
の
西
に
て
、
小
野
は

其
南
と
す
、
今
山
科
村
大
字
東
野
の
三
宮
森
は
即
陶
原
家
址
な
り

と
説
く
も
の
な
り
。

帝
王
編
年
記
云
、
斉
明
天
皇
三
年
、
内
臣
中
臣
連(

宇
治
臣
鎌
足)

於
山
階
陶
原
家
、
始
立
精
舎
、
及
設
斎
会
、
是
維
摩
会
之
濫
觴
也
。

盛
衰
記
云
、
興
福
寺
は
、
是
淡
海
公

(

藤
原
不
比
等)
の
御
願
、

藤
氏
累
代
の
氏
寺
な
り
。
此
寺
は
も
と
天
智
天
皇
即
位
八
年
、
嫡

室
鏡
女
王
、
大
織
冠

(

鎌
足)

の
御
為
に
宇
治
郡
山
階
の
郡
に
建

て
ら
れ
る
。

『

平
安
京
提
要』

(

角
田
文
衛
編

角
川
文
芸
出
版

平
成
九
年)

で
は

｢

大
宅
廃
寺｣

に
つ
い
て
、
推
定
寺
域
は
、
京
都
市
山
科
区

大
宅
山
田
・
鳥
井
脇
町
・
奥
山
田
に
あ
た
り
、
創
建
は
白
鳳
時
代

と
考
え
ら
れ
る
。
大
宅
氏
の
氏
寺

｢

大
宅
寺｣

と
す
る
説
や
中
臣

鎌
足
の

｢

山
階
寺｣

と
す
る
説
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
裏
づ
け

る
史
料
が
な
く
結
論
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

と
紹
介
す
る
。

こ
れ
ら
は
諸
種
の
史
料
や
発
掘
史
料
を
も
と
に
し
て
の
解
説
紹
介
で

あ
る
が
、
一
様
に

｢

宇
治
郡
山
科
郷｣

に

｢

大
宅
氏｣

の
本
拠

(

の
一

つ)

が
あ
っ
た
こ
と
を
認
定
し
て
お
り
、
ま
た
こ
の
宇
治
群
山
科
郷
に

中
臣

(

藤
原)

鎌
足
の
居
所

｢

陶
原
家｣

が
あ
っ
た
こ
と
も
認
定
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
藤
原
氏
の
始
祖
で
あ
る｢

中
臣(

藤
原)

鎌
足｣

と

｢

大
宅
氏｣

は
地
域
的
に
連
接
し
て
い
る
こ
と
を
認
定
し
て
い
る
こ

と
に
な
る

(

４)

。

右
の
諸
解
説
は
、『

大
鏡』

外
の
史
料
に
基
づ
い
て
の

｢

大
宅｣

と

｢

藤
原
鎌
足｣

と
の
繋
が
り
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
関
係

が

『

大
鏡』

の
作
品
内
容
と
矛
盾
を
来
さ
な
い
か
次
に
検
討
す
る
。

四

｢

大
宅
世
次

(

世
継)｣

は

｢

藤
原
世
次

(

世
継)｣

の
韜
晦
か

『

大
鏡』
の
〈
大
臣
列
伝
序
文
〉(｢

後
一
条
帝
紀｣

巻
末)

に
は
次
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の
如
く
あ
る
。

流
れ
を
汲
み
て
、
源
を
尋
ね
て
こ
そ
は
、
よ
く
侍
る
べ
き
を
、

大
織
冠
よ
り
始
め
奉
り
て
申
す
べ
け
れ
ど
、
そ
れ
は
余
り
あ
が
り

て
、
こ
の
聴
か
せ
た
ま
は
む
人
々
も
、
あ
な
づ
り
事
に
は
侍
れ
ど
、

何
事
と
も
お
ぼ
さ
ざ
ら
む
も
の
か
ら
、
言
多
く
て
、
講
師
お
は
し

な
ば
、
事
醒
め
侍
り
な
ば
口
惜
し
。
さ
れ
ば
、
帝
王
の
御
事
も
文

徳
の
御
時
よ
り
申
し
て
侍
れ
ば
、
そ
の
帝
の
御
祖
父
の
、
鎌
足
の

お
と
ど
よ
り
第
六
に
あ
た
り
た
ま
ふ
、
世
の
人
藤
左
子
と
こ
そ
申

す
め
れ
、
そ
の
冬
嗣
の
大
臣
よ
り
申
し
侍
ら
む
。

こ
こ
で
語
り
手
大
宅
世
次

(

世
継)

は
、
大
職
冠
鎌
足
よ
り
語
り
始

め
る
べ
き
だ
が
聞
き
手
に
は
あ
ま
り
に
も
耳
遠
く
、
か
つ
講
師
登
場
ま

で
の
時
間
も
気
に
な
る
、
だ
か
ら
平
安
時
代
藤
原
北
家
の
始
祖
冬
嗣
か

ら
語
ろ
う
と
の
言
い
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
に｢

大
宅
世
次(
世
継)｣

が

｢

藤
原
氏｣

の
始
ま
り

(

源)

を
史
実
通
り
に
鎌
足
に
置
い
て
い
る

こ
と
を
明
確
に
示
す
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
も
の
言
い
に
は
、
ま
ず
冬

嗣
か
ら
道
長
ま
で
の
藤
原
氏(

北
家)

の
歴
史
を
語
る
こ
と
に
す
る
が
、

(

時
間
的)

余
裕
が
あ
れ
ば
藤
原
氏
始
祖
で
あ
る
大
職
冠
鎌
足
か
ら
の

歴
史
も
語
る
と
の
含
み
を
残
し
て
い
る
。｢

大
宅
世
次

(

世
継)｣

の
語

ろ
う
と
す
る
対
象
は
、
前
掲
の

｢

帝
王
の
御
次
第
は
、
申
さ
で
も
あ
り

ぬ
べ
け
れ
ど
、
入
道
殿
下
の
御
栄
華
も
何
に
よ
り
開
け
た
ま
ふ
ぞ
と
思

へ
ば
、
ま
づ
、
帝
・
后
の
御
有
様
を
申
す
な
り｣

と
併
せ
考
え
れ
ば
、

語
り
の
中
心
内
容
は

｢

帝
王
の
歴
史｣

で
は
な
く
、
大
職
冠
鎌
足
に
始

ま
る
道
長
ま
で
の｢

藤
原
氏｣

の
世
次(

系
譜)

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
藤
原
氏
の
歴
史
を
、
で
は
何
故

｢

大
宅
氏｣

が
語
る
の
か
と
い
え

ば
、｢

大
宅
氏｣

に

｢

語
り
部｣

が
多
い
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
こ
こ

は
前
述
し
た

｢

大
宅
氏｣

が

｢

藤
原

(

中
臣)

鎌
足｣

と
地
理
的
に
繋

が
る
と
い
う
こ
と
を
有
意
に
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
藤
原
氏
の
歴
史
を
語
る｢

大
宅
世
次(

世
継)｣

と
い
う
名
告
り
は
、
聞
き
手
を
欺
く
偽
称
あ
る
い
は

｢

藤
原
世
次

(

世

継)｣

の
韜
晦
的
呼
称
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、｢

歴
史
の
優
れ
た
語

り
手｣

で
あ
る
こ
と
を
大
上
段
に
振
り
か
ざ
し
た
大
宅
世
次

(

世
継)

が
、
随
所
に
見
せ
る

｢

笑
い｣

に
透
け
て
見
え
る
翁
の
老
練
・
老
獪
さ

か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は

｢

韜
晦
的
呼
称｣

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か

(

５)

。

た
だ
、｢

韜
晦
的
呼
称｣

と
す
る
と
、
何
故
そ
う
し
た
の
か
と
の
疑

念
が
残
る
。｢

藤
原
氏
の
歴
史｣

を
語
る
の
で
あ
れ
ば

｢

藤
原
世
次

(
世
継)｣

と
す
れ
ば
単
純
明
快
で
あ
る
が
、
あ
え
て

｢

第
三
者
の
眼｣

を
借
り
る
設
定
を
し
た
の
は
、
対
読
者
意
識
、｢

大
宅
世
次

(

世
継)｣

の
実
体
を｢
山
科｣

を
媒
介
と
し
て
読
者
に
そ
の
知
識
・
想
像
力
を
も
っ
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て
感
得
さ
せ
る
謎
解
き
的
感
興
を
企
図
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま

た
別
様
に
も
考
え
ら
れ
る
。
鎌
足
に
始
ま
り
道
長
に
至
る

｢

藤
原
氏｣

の
歴
史
・
家
系

(

九
条
流)

を
中
心
に
語
る
と
き
、
語
り
手
を

｢

藤
原

世
次

(

世
継)｣
と
設
定
す
れ
ば
そ
の
語
り
の
行
き
着
く
先

(

方
向)

は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
作
品
は
い
く
つ
か
の
理
由
で

｢

語

り
の
現
在
時｣

を
万
寿
二

((

一
〇
二
五)

年
に
設
定
し
て
い
る
が
、

執
筆
時
は

『

栄
花
物
語』
正
編
成
立

(

執
筆)

時
よ
り
後
で
あ
ろ
う
こ

と
が
略
認
め
ら
れ
て
い
る
。『

栄
花
物
語』

正
編
の
成
立
を
一
〇
三
〇

年
前
後

(

和
田
英
松
氏
説
・
新
潮
社

日
本
文
学
講
座)

と
想
定
し
た

と
き
、
こ
の

『

大
鏡』

執
筆
時

(

六
巻
本
の
五
巻
ま
で)

に
は
、
藤
原

氏
九
条
家
流
の
中
心
に
あ
る
の
は
道
長
の
長
男
摂
政
関
白
左
大
臣
頼
通

と
内
大
臣
・
右
大
臣
教
通

(

共
に
源
倫
子
系)

で
あ
る
。

藤
原
氏
と
は
直
接
的
な
氏
族
関
係
に
な
い
第
三
者

｢

大
宅
世
次

(

世

継)｣

に
藤
原
氏
の
歴
史
を
語
ら
せ
た
の
は
、
こ
の

｢

歴
史
語
り｣
が

藤
原
鎌
足
か
ら
道
長
を
経
て
頼
通
・
教
通
に
直
接
的
に
繋
が
る
こ
と
を

避
け
よ
う
と
の
思
惑
も
働
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

五

第
五
巻
後
半

｢

藤
原
氏
の
物
語｣

さ
て
、
予
定
通
り
に
道
長
ま
で
の
系
譜
を
語
り
終
わ
ろ
う
す
る
と
き

に
、
世
次

(

世
継)

は
一
見
唐
突
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

今
の
世
と
な
り
て
は
、
一
の
人
の
、
貞
信
公
・
小
野
の
宮
殿
を

放
ち
奉
り
て
、
十
年
と
お
は
す
る
こ
と
の
、
近
く
は
侍
ら
ね
ば
、

こ
の
入
道
殿
も
い
か
が
と
思
ひ
侍
り
し
に
、
い
と
か
か
る
運
に
押

さ
れ
て
、
御
兄
達
は
と
り
も
あ
へ
ず
滅
び
た
ま
ひ
し
に
こ
そ
お
は

す
め
れ
。

そ
れ
も
ま
た
さ
る
べ
く
、
あ
る
や
う
あ
る
事
を
、
皆
、
世
は
か

か
る
な
ん
め
り
と
ぞ
人
々
お
ぼ
し
め
す
と
て
、
有
様
を
少
し
ま
た

申
す
べ
き
な
り
。

世
の
中
の
帝
、
神
代
七
代
を
ば
さ
る
も
の
に
て
神
武
天
皇
よ
り

始
め
奉
り
て
、
三
七
代
に
当
た
り
た
ま
ふ
孝
徳
天
皇
の
御
代
よ
り

こ
そ
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
大
臣
定
ま
り
た
ま
へ
な
れ
。
但
し
、
こ
の

御
時
、
中
臣
の
鎌
子
の
連
と
申
し
て
、
内
大
臣
に
な
り
始
め
た
ま

ふ
。
そ
の
大
臣
は
、
常
陸
国
に
て
む
ま
れ
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
三

十
九
代
に
当
た
り
た
ま
へ
る
帝
、
天
智
天
皇
と
申
す
、
そ
の
帝
の
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御
時
に
ぞ
、
こ
の
鎌
足
の
お
と
ど
の
御
姓
、
藤
原
と
改
ま
り
た
ま

ひ
た
る
。
さ
れ
ば
、
世
の
中
の
藤
氏
の
初
め
に
は
、
内
大
臣
鎌
足

の
お
と
ど
を
し
奉
る
。
そ
の
末
々
よ
り
、
多
く
の
帝
・
后
・
大
臣
・

公
卿
さ
ま
�
�
に
成
り
出
で
た
ま
へ
り
。

(

以
下
の
内
容
は
別
紙
の
通
り)

道
長
本
人
の
伝
を
首
尾
枠
取
り
す
る
疫
病
の
記
事
で
締
め
く
く
る
や

い
な
や
、
世
次

(

世
継)
の
木
に
竹
を
接
い
だ
よ
う
な
こ
の
語
り
出
し

方
は
、｢

大
臣｣

の
列
伝
を
語
り
始
め
た
時
点
で
は
棚
上
げ
し
た
鎌
足

か
ら
の
藤
原
氏
の
系
譜
を
、
大
臣
列
伝

(
道
長)

の
最
後
に
辿
る
の
が

当
初
か
ら
の
予
定

(

構
想)

で
あ
っ
た
こ
と
は
窺
わ
せ
る
。
だ
が
、
鎌

足
に
つ
い
て
の
世
次

(

世
継)

の
語
り
の
終
わ
り
に

｢

太
政
大
臣
に
な

り
た
ま
は
ね
ど
、
藤
氏
の
出
で
始
め
の
や
む
ご
と
な
き
に
よ
り
て
、
亡

せ
さ
せ
た
ま
へ
る
後
の
御
い
み
名
、
淡
海
公
と
申
し
け
り｣
と
閉
め
た

の
を
耳
敏
く
聞
き
つ
け
た
夏
山
重
木

(

繁
樹)

に
、｢

大
職
冠
を
ば
、

い
か
で
か
淡
海
公
と
申
さ
む｣

と
異
議
を
唱
え
さ
せ
た
の
は
、
序
文
で

世
次

(

世
継)

の
語
り
に
対
し
て

｢

時
々
、
さ
る
べ
き
事
の
さ
し
い
ら

へ
、
重
木
も
う
ち
覚
え
侍
ら
む
か
し｣

に
呼
応
さ
せ
て
、
重
木(

繁
樹)

を
語
り
の
場
に
再
登
場

(

復
帰)

さ
せ
て
終
幕
の
準
備
を
と
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
だ
が
、
世
次

(

世
継)

は
帝
紀
の
終
わ
り
で

｢

流
れ
を
汲
み

て
、
源
を
尋
ね
て
こ
そ
は
よ
く
侍
る
べ
き
を
、
大
職
冠
よ
り
始
め
奉
り

て
申
す
べ
け
れ
ど｣

と
語
っ
て
お
り
、
世
次

(

世
継)

に
事
実
誤
認
は

な
か
っ
た
。
こ
こ
で
世
次

(

世
継)

に
鎌
足
と
不
比
等
と
を
混
同
さ
せ

る
の
は
、
重
木

(

繁
樹)

再
登
場

(

復
帰)

の
た
め
と
は
い
え
、
こ
の

前
後
照
応
の
ズ
レ
は
序
文
と
巻
五
後
半

(

藤
氏
物
語)

と
が
同
一
執
筆

者
の
筆
使
い
と
し
て
見
る
に
は
い
さ
さ
か
違
和
感
な
し
と
し
な
い
。

ま
た
、
こ
の
巻
五
後
半
の
記
事
は
、
道
長
本
伝
の
計
算
さ
れ
た
記
事

配
列
と
は
違
っ
て
別
紙
の
通
り
に
雑
多
な
記
事
が
羅
列
的
に
並
べ
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
前
半
部
分
は

｢

藤
原
氏｣

の
始
祖
鎌
足
関
係
記
事
が
中

心
を
な
し
て
い
る
が
、
か
な
り
行
き
つ
戻
り
つ
の
整
理
不
十
分
な
内
容

構
成
と
な
っ
て
お
り
誤
り
も
多
い
。
後
半
は
道
長
の
法
成
寺
無
量
寿
院

関
係
の
記
事
で
、
宗
教
者
道
長
称
賛
の
内
容
で
終
わ
る
と
い
う

｢

道
長

伝｣

全
体
の
一
部
を
構
成
す
る
内
容
と
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
道
長

本
人
の
為
人
を
語
る
部
分
と
は
か
な
り
の
違
和
感
が
あ
る
こ
と
は
否
め

な
い

(

６)

。
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六

序
文
の

｢

五
時
教｣

と

『

大
鏡』

の

構
想
・
構
成

第
五
巻
は
、
別
紙
に
見
る
よ
う
に
前
半
と
後
半
と
の
統
一
性
に
欠
け

た
内
容
構
成
だ
が
、
こ
の

｢
二
部
構
成｣

が
当
初
か
ら
の
構
想
で
あ
っ

た
の
か
否
か
を
以
下
検
討
す
る
。

『

大
鏡』

の

｢

序｣

に
は
、
全
体
の
構
想
構
成
に
関
わ
る
記
述
と
し

て
次
の
記
述
が
あ
る
。

ま
め
や
か
に
世
次
が
申
さ
む
と
思
ふ
こ
と
は
、
こ
と
事
か
は
。

た
だ
今
の
入
道
殿
下
の
御
有
様
の
、
世
に
す
ぐ
れ
て
お
は
し
ま
す

事
を
、
道
俗
男
女
の
お
前
に
て
申
さ
む
と
思
ふ
が
、
い
と
事
多
く

な
り
て
、
あ
ま
た
の
帝
王
・
后
、
ま
た
、
大
臣
・
公
卿
の
御
上
を

続
く
べ
き
な
り
。
そ
の
中
に
幸
ひ
人
に
お
は
し
ま
す
こ
の
御
有
様

申
さ
む
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
世
の
中
の
こ
と
の
隠
れ
な
く
顕
は
れ
る

べ
き
な
り
。
つ
て
に
承
れ
ば
、
法
華
経
一
部
を
説
き
奉
ら
む
と
て

こ
そ
、
ま
づ
余
経
を
ば
説
き
た
ま
ひ
け
れ
。
そ
れ
を
名
付
け
て
五

時
教
と
は
言
ふ
に
こ
そ
は
あ
な
れ
。
し
か
の
ご
と
く
に
、
入
道
殿

の
御
栄
へ
を
申
さ
む
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
余
経
の
説
か
る
る
と
言
ひ

つ
べ
し
。(

傍
線
筆
者)

ま
た
帝
紀

(

後
一
条)

末
に
は
次
の
ご
と
く
あ
る
。

世
次
は
い
と
恐
ろ
し
き
翁
に
侍
り
。
真
実
の
心
お
は
せ
む
人
は
、

な
ど
か
恥
づ
か
し
と
お
ぼ
さ
ざ
ら
む
。
世
の
中
を
見
知
り
、
う
か

べ
立
て
て
持
ち
て
侍
る
翁
な
り
。
目
に
も
見
、
耳
に
も
聞
き
集
め

て
侍
る
万
の
事
の
な
か
に
、
た
だ
今
の
入
道
殿
下
の
御
有
様
、
い

に
し
へ
を
聞
き
、
今
を
見
侍
る
に
、
二
も
な
く
三
も
な
く
、
な
ら

び
な
く
、
量
り
な
く
お
は
し
ま
す
。
譬
へ
ば
一
乗
の
法
の
如
し
。

(｢

一
乗
の
法｣

は
こ
こ
で
は
法
華
経
と
同
義)

こ
の
両
者
は
、
道
長
＝
法
華
経
＝
一
乗
の
法
と
、
道
長
が
法
華
経
を

信
奉
し
た
事
実
と
重
ね
て
の
記
述
で
あ
る
が
、『

大
鏡』

全
体
を
統
括

す
る

｢

序｣

で
は

｢

五
時
教｣

の
語
と
つ
な
い
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

｢

五
時
教｣

は

『

大
鏡』

読
解
で
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
語
句
だ
が
、
実
は

『

大
鏡』

全
体
の
構
想
・
構

成
、
語
り
手

｢

大
宅
世
次

(

世
継)｣

の
名
称
に
関
わ
る
重
要
語
句
か

と
思
わ
れ
る
。

｢
五
時
教｣

と
は
仏
教
語
で
、
辞
書
・
解
説
類
で
は
、
釈
迦
が
一
代

五
〇
年
間
に
説
い
た
教
法
を
、
次
の
五
期
に
分
け
て
説
明
す
る
言
葉

(

中
国
天
台
宗
の
始
祖
智
�
が
説
い
た
と
さ
れ
る)

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
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第
一
時
―
華
厳
時

第
二
時
―
鹿
苑(

阿
含)

時

第
三
時
―

方
等
時

第
四
時
―
般
若
時

第
五
時
―
法
華
・
涅
槃
時

(｢
五
時
八
教｣

『

総
合
佛
教
大
辞
典』

法
蔵
館
・
中
村
元

『

広
説

佛
教
語
大
辞
典』

東
京
書
籍
に
拠
る)

こ
の
語
句
は
十
一
世
紀
頃
の
仮
名
文
に
は
見
ら
れ
な
い
語
句
で
あ
り
、

『

大
鏡』

作
者

(

達)
の
知
識
レ
ベ
ル
を
想
像
さ
せ
る
が
、
こ
こ
で
の

こ
の
語
の
使
用
は
む
ろ
ん
そ
の
仏
教
的
思
想
的
内
容
に
立
ち
入
っ
て
の

使
用
で
は
な
く
、｢

一
時｣

か
ら

｢
五
時｣

へ
の
展
開
と
い
う
五
段
階

の
時
間
的
な
展
開
の
形
式
を
作
品
構
成
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
語
句
を
序
文
に
持
ち
込
ん
だ
の
は
、『

大
鏡』

第

五
巻
は｢

五
時
教｣

の
第
五
時
法
華
経
と
涅
槃
経
の
二
部
構
成
に
倣
い
、

法
華
経

(

一
乗
の
法)

に
重
ね
る

｢

道
長
伝｣

と
涅
槃
経
の
形
を
借
り

た
藤
原
氏
始
祖
鎌
足
か
ら
始
め
る

｢

藤
氏
物
語｣

の
二
部
構
成
を
当
初

か
ら
構
想
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か

(

７)
。

平
安
時
代
に
於
い
て
も
一
般
的
な
構
成
原
理
と
し
て
使
わ
れ
る

｢

三

部｣

構
成
で
は
な
く

｢

五
部｣

構
成
に
し
た
の
は
、
藤
原
道
長
と
法
華

経
と
の
強
い
繋
が
り
を
知
る
作
者

(

達)

が
そ
の
こ
と
を
強
く
意
識
し

て
、｢

五
時
教｣

に
示
さ
れ
る
五
部
構
成
の
形
態
・
特
徴
を
利
用
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
な
理
解
が
可
能
で
あ
れ
ば
、｢

大
宅
世
次

(

世
継)｣

の
呼

称
に
込
め
ら
れ
た
語
り
の
内
容
・
範
囲
は
、｢

五
時
教｣

に
倣
っ
た
五

部
構
成
を
採
用
し
て
、
平
安
時
代
藤
原
北
家
の
歴
史
を
冬
嗣
か
ら
始
め
、

中
で
も

｢

三
平

(

時
平
・
仲
平
・
忠
平)｣

(

基
経
伝
末)

か
ら

｢

三
道

(

道
隆
・
道
兼
・
道
長)｣

(

兼
家
伝
末)

ま
で
を
中
心
に
据
え
て
道
長

ま
で
の
藤
原
北
家
の
歴
史
を
語
り
、
最
後
に
藤
原
氏
全
体
の
歴
史
に
及

ぶ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

｢

大
宅
世
次

(

世
継)｣

は
、｢

世
次
は
い
と
恐
ろ
し
き
翁
に
侍
り
。

真
実
の
心
お
は
せ
む
人
は
、
な
ど
か
恥
づ
か
し
と
お
ぼ
さ
ざ
ら
む
。
世

の
中
を
見
知
り
、
う
か
べ
立
て
て
持
ち
て
侍
る
翁
な
り｣

(

大
臣
列
伝

序)

と

｢

藤
原
氏
の
歴
史｣

に
つ
い
て
も
全
て
を
熟
知
し
て
い
る
と
自

尊
豪
語
す
る
。
こ
の
超
高
齢
の
老
獪
な
翁
の
名
は
、
お
そ
ら
く
実
在
の

名
称
お
よ
び

｢

公｣

の
意
を
持
た
せ
た
呼
称
で
は
な
く
、
藤
原
氏
の
始

祖

｢

中
臣

(

藤
原)

鎌
足

(

の
私
邸)｣

と

｢

大
宅
氏｣

と
の
地
縁
的

繋
が
り

(

山
科
郷)

か
ら
、｢

大
宅
氏｣

の
氏
名
を
借
り
た

｢

藤
原
世

次
(

世
継)｣

の
韜
晦
的
呼
称
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
つ
ま
り
、
こ
の

｢

大
宅
の
世
次

(

継)｣

と
い
う
仮
面
の
下
に
隠

さ
れ
た

｢
本
名｣

は
、｢

藤
原
世
次

(

継)｣

で
は
な
か
ろ
う
か
。
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注
(

１)

筆
者
は
か
つ
て

｢

歴
史
物
語｣

第
三
巻

『

大
鏡』

｢

研
究
の
動
向｣

お
い
て
、
小
島
瓔
札
氏
が

｢

大
鏡
と
大
宅
世
継
の
性
格｣

(

國
學
院
雑

誌

昭
�
・
１)

で
、
藤
原
鎌
足
の
私
邸
が
宇
治
郡
山
科
郷
に
あ
っ
た

こ
と
と

｢
大
宅
氏｣

の
本
拠
の
一
つ
が
こ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
の
繋
が
り

か
ら
、
作
者
は

｢
大
宅
世
次｣

の

｢

大
宅｣

に
世
次

(

世
継)

の
歴
史

語
り
の
出
発
点
の
意
を
込
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る

こ
と
に
触
れ
て
、｢
そ
の
場
合
、｢

大
宅
世
継｣

と
は

｢

藤
原
世
継｣

の

韜
晦
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、｢

世
継
翁
＝
作
者｣

の
老
練
さ
か
ら
す

れ
ば
あ
る
い
は
そ
の
辺
り
に
真
意
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い｣

と
記
し

た
。
本
稿
は
こ
の
こ
と
を
、
そ
の
後
検
討
し
た

｢

五
時
教｣

等
と
の
関

わ
り
か
ら
具
体
的
に
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

２)
『

大
鏡』

が
扱
う
時
代
の

(

大
臣)

に
は
、
少
な
い
な
が
ら
も
源
雅

信
・
重
信
な
ど

｢

源
氏｣

も
い
る
が
、『

大
鏡』
で
は

｢

源
氏｣

を
語

り
の
対
象
に
は
し
て
い
な
い
。

(

３)

倉
野
憲
司

｢

語
部
と
古
事
記
・
風
土
記｣

｢

解
釈
と
鑑
賞｣

二
九
―

一

昭
三
十
九
年
一
月

(

４)

こ
の
山
科
郷
の

｢

大
宅
氏｣

と

｢

中
臣

(

藤
原)

鎌
足｣

の

｢
陶
原

家｣

が
不
比
等
に
よ
っ
て
大
和
に
移
さ
れ
て
山
階
寺
・
興
福
寺
と
な
っ

た
こ
と
に
触
れ
て
、
小
島
瓔
札
氏
が

｢

大
宅｣

に
は
世
次

(

世
継)

の

｢

歴
史
語
り｣

の
出
発
点
の
意
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
し
て
い
る

(

注
１
論
文)

。
小
島
氏
論
文
発
表
当
時
は
、『

大
鏡』

の
成
立
時
期
は
院
政
期
、
作
者
に
は
藤
原
氏
と
源
氏
の
人
物
名
が
多
く

挙
げ
ら
れ
て
い
た

(

日
本
古
典
文
学
全
集

『

大
鏡』

解
説
に
簡
潔
に
整

理
さ
れ
て
い
る)

時
期
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
が
反
映
し
て

穏
や
か
な
意
味
づ
け
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(

５)

森
下
純
昭

｢『

大
鏡』

大
宅
世
継
の
笑
い｣

(

中
京
国
文
学

第
二
四

号

平
成
�
年
３
月)

(

６)

こ
の
い
わ
ゆ
る

｢

藤
氏
物
語｣

の
部
分
は
、
特
に
前
半
部
分
に
歴
史

的
事
実
と
異
な
る
誤
り
が
多
く
、
道
長
本
伝
と
は
異
な
る
執
筆
者
が
想

定
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
に
は
本
文
上
の
問
題
も
あ
る
。
世
次

(

世
継)

の
年
齢
を

｢

年
百
歳
に
多
く
余
り
二
百
歳
に
た
ら
ぬ
ほ
ど
に
て｣

と
し

て
、
序
文
の

｢

一
九
〇
歳｣

に
対
応
さ
せ
て
い
る
が
、
異
本
系
本
文
に

は
こ
の
部
分
が
な
い
。
後
の
改
修
増
補
あ
る
い
は
裏
書
き
の
混
入
な
ど

の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
松
村
博
司

『

歴
史
物
語
考
そ
の
他』

右

文
書
院

一
九
七
九
年
、
同

『

歴
史
物
語
研
究
余
滴』

和
泉
書
院

一

九
八
二
年
、
加
藤
静
子

｢『

大
鏡』

東
松
本
の
本
文
的
性
格
―
巻
五
・

六
の
検
討
か
ら
―｣

(『

国
文
学
論
考』

四
二

二
〇
〇
六
年
三
月

『

王
朝
歴
史
物
語
の
方
法
と
享
受』

二
〇
一
一
年
に
所
収)

。

(

７)

こ
の
部
分
は
拙
稿

｢『

大
鏡』

の
外
的
原
形
態
―｢

五
時
教｣

を
手
懸

か
り
と
し
て
―｣

(

中
京
大
学
文
学
部
紀
要

第
�
巻

二
〇
〇
六
年

三
月)

と
一
部
内
容
が
重
複
す
る
。

(

別
表
―
こ
の
内
容
一
覧
は
、
六
巻
本
東
松
了
枩
本
を
底
本
と
し
た
新
潮
日
本

古
典
集
成『

大
鏡』

石
川
徹
・
新
潮
社
の
頭
注
小
見
出
し
を
借
り
て
作
成
し
た)

第
五
巻
道
長
伝
の
内
容
構
成
―
五
時
教
の

｢

第
五
時｣

法
華
経
・
涅
槃
経
の

｢

二
部
構
成｣
を
採
用

【
前
半
】(｢
五
時
教｣

の
五
番
目

｢

法
華
経｣

に
重
ね
る)
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・
兼
家
の
五
男

・
強
運
＝
疫
病
の
難
を
逃
れ
る

(

兄
道
隆
・
道
兼
の
病
死)

・
道
隆
長
男
伊
周
の
幼
さ
と
比
較

・
北
の
方
二
人

(

北
の
政
所
倫
子
・
高
松
殿
の
上
明
子)

共
に
多
産
十
二
人

(

子
女
に
恵
ま
れ
る)

・
道
長
の
和
歌

・
心
魂
の
た
け
き
人

(
大
極
殿
の
肝
試
し)

・
道
長
の
特
異
な
人
相

・
道
長
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

(
晴
れ
の
場
で
の
決
定
的
印
象
を
つ
く
る)

・
勝
負
運
の
強
さ

(

伊
周
と
の
競
射)
＝
政
治
的
対
決
の
場
で
の
豪
気

・
伊
周
の
幼
さ
と
の
比
較
→
姉
詮
子
の
後
ろ
だ
て

・
強
運
＝
疫
病
の
難
を
逃
れ
る
。｢

運｣

の
文
字
(

兄
道
隆
・
道
兼
の
病
死)

【
後
半
】｢

藤
原｣

氏
の
物
語

(｢

五
時
教｣

の
五
番
目

｢

涅
槃
経｣

部
分
に
相

当)

・
藤
原
鎌
足
か
ら
道
長
ま
で
の
系
譜
説
明

・｢

藤
原
氏｣

の
発
生
、
鎌
足
の
大
臣

・
不
比
等
と
藤
原
氏
四
家
分
流

・
冬
継
の
南
円
堂
建
立
と
道
長
の
孫
通
房

(

頼
通
の
長
男)

の
誕
生

・
藤
原
氏
の
氏
神
の
由
来
と
そ
の
変
遷

・
氏
寺
、
山
階
寺
の
事
ど
も

・
皇
后
の
父
、
天
皇
の
祖
父
と
な
っ
た
藤
原
氏
の
人
々

・
代
々
の
人
々
の
造
寺

(

鎌
足
―
多
武
峰
・
不
比
等
―
山
科
寺
・
基
経
―
極

楽
寺
・
忠
平
―
法
性
寺
・
師
輔
―
楞
厳
院)

と
道
長
の
無
量
寿
院

・
兼
家
の
宇
治
木
幡
参
詣
と
道
長
浄
妙
寺
建
立
の
由
来

・
道
長
、
無
量
寿
院
を
法
成
寺
と
改
め
、
そ
の
金
堂
供
養
の
盛
儀(

治
安
二
・

一
〇
二
二)

年
七
月
十
四
日

(

道
長
一
家
集
合
・
人
々
の
讃
仰)

・
道
長
女
彰
子
入
道
し
上
東
門
院
と
な
る

(

万
寿
三
・
一
〇
二
六
年
一
月
十

九
日)

・
万
寿
二
年

(

一
〇
二
五)

の
天
変

(

嬉
子
の
懐
妊
・
寛
子
の
病
悩)

・
夏
山
繁
樹
、
宝
の
君
忠
平
の
死
の
悲
し
み
を
想
起

(

忠
平
の
孫
次
々
に
帝

と
な
る)

・
大
宅
世
継
、
一
品
宮
禎
子
内
親
が
将
来
東
三
条
院
詮
子
や
上
東
門
院
彰
子

の
よ
う
に
な
る
と
の
瑞
夢
を
、
そ
の
生
母
妍
子
に
伝
え
た
い
と
言
う
。

(

禎
子
＝
一
〇
三
七
年
中
宮
、
一
〇
四
五
年
七
月
夫
後
朱
雀
天
皇
崩
御
・

実
子
尊
仁
親
王
立
太
子
に
伴
い
出
家
。
一
〇
六
九
年
女
院)

聞
き
手

(

語

り
手
・
筆
者)

｢

こ
こ
に
あ
り｣

と
顔
を
出
す
。

(

文
学
部
教
授)
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